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令和４年 北海道建築士会 社会貢献に関する検討会議 議事録 

開催日時 ：令和 4 年 6 月 25 日（土） 17:30～19:00 

開催場所 ：西條産業㈱会議室（小樽市有幌町２−１６） 

出席者   ：佐々木、亀田、岡嶋、宮沢、石川、近藤、渡邊、針ヶ谷統括理事、浦上、吉田（WEB） 

 欠席者  ：浅田、加藤 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

≪協議事項≫ 

１．青年建築士の集いの振返り（佐々木・亀田・岡嶋）【17:30〜17:50】 

（１）青年建築士の集いの振り返り 

 久しぶりに対面で開催することができ、集まることの意義を再確認することができた。また、コロナ禍になってから

初の公式で懇親会も開催でき、会員相互で親睦を深めることができた。 

（２）地域実践活動のあり方（ワークショップ）の振り返り（別紙資料１） 

各支部の活動状況や今後の地域実践活動の発表支部の決め方や地域実践活動のやり方について意見

交換を行った。支部単位では、活動に限界を感じている支部が多く、全道やブロック単位での活動を望む声が

多かった。会員の意見を参考にしながら、第３回の青年委員会で来年の方向性を決めることとした。過去の事

例報告もした方が良い。 

 

２．社会貢献に関する検討について（石川・近藤）【17:50〜18:05】 

（１）建築士の日イベントの感想及び反省点 

  暑い中ではあったが、用意したビラ 130 部はすべて配ることができた。 

（２）今後の社会貢献行事について 

     来年は、WEB パズルや従前のサンピアザでのイベントの復活を含めて、検討する。最低限、今回のような周

知方法は可能。 

 

3．全道大会青年サミット・C分科会について（亀田・宮沢・渡邊）【18:05〜18:35】  

（１）青年サミット 

〇担当  ◎亀田、宮沢、渡邉（空知支部滝川分会 野口） 

○日時    令和 4 年 9 月 2 日（金） 

○場所    前夜祭 松尾ジンギスカン（滝川市） 

参加費：           円 

○内容    今年の事業方針の「未来につなぐ」をテーマに魅力ある建築士会の増大を目指します。 

１．メディア等を利用して世間に建築士会の役割と機能を発信する。 

２．会員には建築士会のあるべき姿をもう一度考えていただき魅力 UP を目指す。 

以上の２点を踏まえて今年は活動していきます。 

○タイムテーブル 

       14:00～16:00 ０次会 空知支部による施設見学など（参加希望者による任意参加） 

18:00～20:00 全道大会前夜祭 

○協議事項 

       ・０次会の空知支部による施設見学について 



         14:00～16:00 ぐらいを予定 空知支部野口さんが施設と打ち合わせ中 

         詳しい内容などは、後日連絡が来る予定。 

・ 役割分担について 

  □受付：岡嶋、（近藤）   （釣銭準備） 

  □司会：宮沢           

  □余興司会：              

  □冒頭あいさつ：会長、支部長、統括理事、空知支部青年委員長、本部青年委員長の中

から誰か 

  □乾杯：上記の中から     

  □写真撮影：石川         

・ 必要備品について 

  □マイク 3 本程度 

・ その他 

  □青年委員の集合時間は 17：30 とする 

  □次回開催支部（北空知支部）の PR タイムを設ける（５分） 

  □席はくじ引きなどにせず、自由席とする 

  □余興はおみやげ紹介のみとして、それぞれの支部全員に出てきてもらい、一言スピーチ 

    をお願いする。誰に当てるかは司会者に任せる。長くなると飽きるので２回程度に分けて 

    おこなう。 

  □参加人数の想定としては約 ？ 名（道央   、道北   、道南   、道東   ） 

  □連合委員、連合会で会食予定？ 

 

 

（２）Ｃ分科会 

〇担当  ◎亀田・宮沢・渡邉（空知支部滝川分会 野口） 

○日時    令和 4 年 9 月 3 日（土） 

○場所    美唄市（アルテピアッツァ美唄） 

○内容    SDGｓから見える建築士会活動 

        SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは，2001 年に

策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで加盟国

の全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された2030年まで

に持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17 の大きな目標と、それらを達成するための

具体的な 169 のターゲットで構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one 

behind）」ことを誓っています。青年委員会は、事業を通して地域社会の課題の解決と持続可

能で多様性と包摂性のある社会の実現に向けた活動を積極的に推進していきます。 

C 分科会では、JICA 北海道の方※を講師にお招きし、3 月開催の全道青年委員会連絡会

議からさらに SDGｓについて理解を深めるとともに、建築士会活動が「持続可能なふるさと北海

道の未来を築くため、何ができ、どのように目標達成に貢献できるか」をともに考えたいと思います。        

□講師 JICA ヨコヤマ ケイコ   様  滝川在住、ミクロネシア派遣 

          

○実行予算（前回資料） 



〇タイムテーブル 

10:00～10:30   受付 

10:30～10:35   委員長挨拶 

10:35～10:45   進行説明・講師紹介等 

10:45～11:45   講演 

11:45～12:15   テーブルワーク 

12:15～12:30   発表・講評 

12:30～12:35   閉会・事務連絡 

12:45～        バス出発 

 

○協議事項 

・ 役割分担について 

□受付：浅田、渡邊      

□総合司会：亀田             

□写真撮影：加藤             

□会場係：近藤、岡嶋           

□分科会報告書：宮沢             

□バス同行者：石川             

・ 必要備品について 

  □CPD 申請 

  □テーブル   本、椅子   脚、マイク   本、パソコン、プロジェクター、スクリーンなど 

   → 別紙実行予算書のとおり 

・ その他 

            □本大会での発表は  宮沢  委員が担当 

            □企画書・他団体への案内文は      委員が作成 

□当日シナリオは  亀田  委員が作成（8/19 までに ML に UP） 

 

４．その他（佐々木）【18:25〜19:00】 

（１）青年委員会公式ＳＮＳについて 

・どの SNS を使うか → Facebook 

・どのように運用していくか → 詳しそうな加藤委員にお願いしてみる。負担にならないようみんなで運営。 

（２）各ブロック協議会開催について 

          道央ブロック   7/23 か 7/30              

          道南ブロック   7/30 函館                

          道北ブロック   8 月中 富良野             

          道東ブロック   7/23 網走                

（３）今後のスケジュール 

    ８月上旬に WEB で委員会開催するか？ 

    全道大会の詰めが必要では？ → 全体または担当委員で WEB 会議を予定。 

（４）会誌寄稿について 

    連合会（北から南から）1 名以上 → 佐々木 



（５）全国大会について 

    札幌支部の地域実践活動発表に関する応援体制について 

      札幌支部小林委員長より打診有。札幌支部臨時対策委員会設立。とりあえず、佐々木、近藤で札幌

支部の WEB 会議参加する。状況は後日報告する。 

（６）その他 

    事務局より連絡事項あり 


